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この報告書は、日南市教育委員会において平成20年度に実施した埋蔵文化財の有無を確認するための発掘調

査の概要です。本市教育委員会では埋蔵文化財保護の立場から、各種開発行為に先立ち、試掘調査を実施してお

ります。さらに、今後開発が予定されている場所や、埋蔵文化財を調査することにより、地域の歴史が解明され、

市民によるまちづくりにその歴史と文化が積極的に活用されることを期待しております。

本年の3月 30日 には、北郷町、南郷町と合併し、新「日南市」が誕生します。今後も、市内で行われる多く

の各種開発行為に伴う未確認の埋蔵文化財について、開発傾1等 との充分な情報交換や協議などをすすめ、その保

護に資するよう努力を重ねていきたいと思います。

最後になりましたが、調査を実施するにあたり、埋蔵文化財の保護に格別のご配慮とご理解を賜 りました各開

発関係者各位並びに地元の方々に厚くお礼を申し上げます。また、調査にあたりまして、ご指導 。ご助言をくだ

さいました宮崎県教育庁文化財課や現地調査及び整理作業にご協力いただいた作業員の方々にも重ねてお礼を申

し上げます。

平成 21年 3月

日南市教育長 安  野 宏一
塁
ロ
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1.本書は、平成 20度 に日南市教育委員会が各種開発行為に先立ち埋蔵文化財の有無を確認するために実施 し

た発掘調査の概要である。

2.掲載 した調査地は、 1.飲肥城下町遺跡 (個人住宅建設予定地:S家 )

2.欽肥城下町遺跡 (個人住宅建設予定地 :M家
)

3.飲肥城下町遺跡 (飲肥保育所改築予定地)

4.八幡原遺跡 (個人住宅建設予定地 :F地
)

5.飲肥城下町遺跡 (個人住宅建設予定地 :O地 )

6.オ リックス・アルファ株式会社大規模開発予定地

7.旧報恩寺墓地確認調査

8.長持寺墓地確認調査

3.調査主体 日南市教育委員会
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〔日南市欽肥〕



量。飲肥城下町遺跡 (個人住宅建設予定地 :S家 )



1.飲肥城下町遺跡 (個人住宅建設予定地 :S家 )

〔位置と環境〕

S家個人住宅建設予定地は、周知の埋蔵文化財包蔵地である欽肥城下町遺跡内にあり、飲肥城の立地するシラ

ス台地上の十文字地区に位置する。十文字地区は、上級家臣の屋敷地が並ぶ地区であり、現場は常真馬場の北側

日南地方裁判所の東に位置する。天保年間 (1830年～ 1844年 )に描かれたとみられる城下図には、飲肥

藩の上級家臣木脇七郎の屋敷地であったことが分かる。中近世以降の遺構が検出される可能性が高いと思われた。

〔調査の経緯〕

S家から個人住宅建設についての確認申請があつたため、工事に先立ち試掘調査を実施することとなった。調

査対象地内の北端、合併浄化槽設置予定箇所に2.Om× 1.5mの トレンチ、南側の住宅建設予定箇所近くに

2.5m× 2.3mの トレンチの2箇所の試掘墳を設定した。それぞれ入力にて、地表面より120～ 140cm

の掘削を行い、遺物の検出に努めた。

〔調査の結果〕

調査の結果、南側のトレンチ1の表土から-6 0cmに 落ち込み (土墳か)があったが、遺物の出土はなかった。

北倶1の トレンチでは、遺構、遺物ともに確認できなかった。

今回の住宅建設では、表土上で基礎工事を行わないことから、立会のもと、工事が進められることとなった。

肛

第 1図 欽肥城下町遺跡 (個人住宅建設予定地 :S家)位置図
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第2図 飲月巴城下町遺跡 (個人住宅建設予定地 :S家 )ト レンチ配置図
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第3図 飲月巴城下町遺跡 (個人住宅建設予定地 :S家)土層断面図
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(全景)

(東断面)

(北断面)

図版 1 飲肥城下町遺跡 (個人住宅建設予定地 iS家)ト レンチ 1調査状況
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(全景)

(東断面)

(北断面)

図版 2 飲肥城下町遺跡 (個人住宅建設予定地 :S家)ト レンチ 2調査状況
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2。 飲肥城下町遺跡 (個人住宅建設予定地 :M家 )



2.欽肥城下町遺跡 (個人住宅建設予定地 :M家
)

〔位置と環境〕

M家個人住宅建設予定地は、周知の埋蔵文化財包蔵地である欽肥城下町遺跡内にあり、飲肥城大手門に近い高

台の縁辺部に位置する。当地を含む大手地区は、江戸時代には上級家臣の屋敷が建ち並ぶ地区であった。天保年

間 (1830年～ 1844年 )に描かれたとみられる城下図には、飲肥藩の上級家臣松岡勝四郎の屋敷地であっ

たことが分かる。北に隣接する国際交流センター小村記念館において、近世を中心とした遺物、遺構を検出して

いることから、中近世以降の遺構が検出される可能性が高いと思われた。

〔調査の経緯〕

M家から個人住宅建設についての確認申請があったため、工事に先立ち試掘調査を実施することとなった。調

査対象地は旧住宅が建った状態であり、その南に、 1.4m× 1.4mの トレンチを 1箇所設定し、人力にて遺

物の検出に努め、地表面より110cmの 掘削を行った。

〔調査の結果〕

調査の結果、地表面から-40cm(第 5層 )で礫群を検出した。遺物として、近世の陶磁器や瓦が少量出土

した。今回の住宅建設は、盛土をして基礎を作ることから、影響はないと判断した。

第 4図 欽肥城下町遺跡 (個人住宅建設予定地 :M家 )位置図
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第 5図 欽肥城下町遺跡
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1 表土 (耕作工)

2 埋土 (客土)明黄掲色土

3 黒褐色土

4 掲灰色土

5 灰黄褐色土

6 にぶい黄橙色土

7 灰黄掲色土

8 黒褐色土

lm

第 6図 飲肥城下町遺跡 (個人住宅建設予定地 :M家 ) 土層断面図
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(全景)

(北断面)

(西断面)

図版 3 トレンチ調査状況
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3。 餞肥城下町遺跡 (歓肥保育所改築予定地)



3.飲肥城下町遺跡 (飲肥保育所改築予定地)

〔位置と環境〕

欽肥保育所建設予定地は、周知の埋蔵文化財包蔵地である飲肥城下町遺跡内にあり、飲肥城の東の二重城戸門

の前に位置する。天保年間 (1830年～ 1844年 )に描かれたとみられる城下図では、当地が御馬屋であつ

たことが分かる。現在も残る藩校振徳堂はこの御馬屋の東に面していた。第二次世界大戦中は、青年学校の敷地

であり、戦後は飲月巴中学校のテニスコートとして使用されていた。中近世以降の遺構が検出される可能性が高い

と思われた。

〔調査の経緯〕

レモン設計室から欽月巴保育所改築についての確認申請があったため、工事に先立ち試掘調査を実施することと

なった。調査対象地は旧園舎が建った状態であり、その南に、 1.3m× 1.5mの トレンチを2箇所設定し、

入力にて遺物の検出に努め、地表面より43cmか ら5 1cmの 掘削を行った。

〔調査の結果〕

調査の結果、 トレンチ 1の表土から約 -5 0cmで、焼け石を含む礫群が認められた。 トレンチ2では、表土か

ら約 -4 0cmで、瓦、鉄釘、陶磁器片を含む土墳を検出した。しかし、当時の遺構面は上部を削平されていて確

認できなかった。これらの遺構は、馬屋に関係するものであると考えられる。

今回の改築工事では、地表から8 0cmの 掘削を行う。しかし、盛 り土をした上で工事を進めるため、遺構の破

損は免れると判断した。なお、旧園舎の地下については、建設時の基礎工事により破壊されていると考えられる。
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ノ

第 7図 欽肥城下町遺跡 (欽肥保育所改築予定地)位置図
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第8図 飲肥城下町遺跡飲肥保育所改築予定地 トレンチ配置図
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第 9図 欽月巴城下町遺跡飲肥保育所改築予定地 トレンチ土層断面図
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(全景)

(断面)

図版 4 飲肥城下町遺跡 (飲月巴保育所改築予定地)ト レンチ 1 調査状況
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(全景)

(断面)

図版 5 飲肥城下町遺跡 (飲肥保育所改築予定地)ト レンチ2 調査状況
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4.八幡原遺跡 (銅入住竃建設予定冬F家 )



4.八幡原遺跡個人住宅建設予定地 (F家 )

〔位置と環境〕

F家個人住宅建設予定地は、周知の埋蔵文化財包蔵地である八幡原遺跡内にある。当該地周辺は、江戸時代初

めまでに飲肥に移された田ノ上八幡神社があった土地であり、平成 10年 には近接した楠原の坂ノ上遺跡を調査

しており、当地でも縄文 。弥生時代の遺構が検出される可能性が高いと思われた。

〔調査の経緯〕

F家から個人住宅建設についての確認申請があったため、工事に先立ち試掘調査を実施することとなった。調査

対象地に、 1.7m× 1.5mの トレンチを1箇所設定し、人力にて遺物の検出に努め、地表面より100cmの

掘削を行った。

〔調査の結果〕

調査の結果、遺物、遺構は出土しなかった。

Σ
r

〃
.

兆

ビ
ジ
櫂
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第 10図 八幡原遺跡個人住宅建設予定地 (F家)位置図
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第 11図 八幡原遺跡個人住宅建設予定地 (F家)ト レンチ配置図

1 表土

2 暗茶灰色土

3 アカホヤ

4 黒色土混じりの暗褐色土

5 暗茶褐色土

第 12図 八幡原遺跡個人住宅建設予定地 (F家)土層断面図
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(全景)

(断面)

図版 6 八幡原遺跡 (個人住宅建設予定地 :F家 )ト レンチ調査状況
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5。 鋲用巴城下町遺跡個人住宅建設予定地 (③家)



5。 欽肥城下町遺跡個人住宅建設予定地 (0家 )

〔位置と環境〕

O家個人住宅建設予定地は、周知の埋蔵文化財包蔵地である欽肥城下町遺跡内にあり、江戸時代には中級家臣

の屋敷地が立ち並ぶ地区であつた。天保年間 (1830年～ 1844年 )に描かれたとみられる城下図では、大

手門の南の役所と通りを挟んだ南に位置する落合平左衛門の屋敷地であったことが分かる。

当該地は、蔵があつたと伝えられているが、現状では畑として使用されていた。したがって、中近世以降の遺

構が検出される可能性が高いと思われた。

〔調査の経緯〕

飲肥城下町遺跡内の個人住宅建設についての確認申請があったため、工事に先立ち試掘調査を実施することと

なった。現在、調査対象地は、住宅裏の畑として使用されている。 1.Om× 1.Omの トレンチを1箇所設定

し、人力にて遺物の検出に努め、地表面より80cmの 掘削を行った。

〔調査の結果〕

調査の結果、地表面から-70cmの シラス層で直径約2 8cmの ビットを lヶ 所検出した。遺物は出土しなか

った。住宅建設では、盛り土をして基礎工事を行うことから、影響はないと判断した。

みら
ギ
・
1

凝

第 13図 飲月巴城下町遺跡個人住宅建設予定地 (O家)位置図
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Ｎ李

第 14図 欽肥城下町遺跡個人住宅建設予定地 (0家)ト レンチ配置図

__Y   ψ   ψ 1 埋土

2 黒灰色土 (表 土十土器混 じり)

3 シラス

~ヒ
:J3

第 15図 欽肥城下町遺跡個人住宅建設予定地 (○ 家)土層断面図
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(全景)

(断面)

図版 7 飲肥城下町遺跡個人住宅建設予定地 (0家)ト レンチ調査状況
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6.オ リックス・アルファ株式会社大規模開発予定地



6.オ リックス・アルファ株式会社大規模開発予定地

〔位置と環境〕

オリックス・アルファ株式会社大規模開発予定地は、星倉山瀬地区に位置する水田地帯である。現状では周知

の埋蔵文化財包蔵地ではない。周囲の店舗建設に伴って試掘調査を行った際は、遺物、遺構は検出されなかった。

〔調査の経緯〕

店舗建設に伴う大規模開発が行われることとなったため、工事に先立ち試掘調査を実施することとなった。現

在、調査対象地は、水田として使用されている。 1.5m× 1.5mの トレンチを4箇所設定し、人力にて遺物

の検出に努めた。

〔調査の結果〕

調査の結果、開発予定地南傾1の トレンチ 2、 3、 4で遺構と若千の遺物が検出された。このうち、 トレンチ2

とトレンチ3では、表土から約4 0cmの 深さで遺構面を検出した。遺構は、直径約2 0cmの 柱穴 5箇所で、遺構

面直上において青磁椀の小片が出土した。開発予定者との協議の結果、建物基礎は遺構面に影響を与えないよう

土盛りすることとなった。

戦

こ

ヽ

ヒ
潔 鰤

第 16図  オリックス・アルファ株式会社大規模開発予定地位置図
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第 17図 オリックス・アルファ株式会社大規模開発予定地 トレンチ配置図

トレンチ 2 北面

1

1 耕作土

2 難 粘質土 I _
3 暗翼色粘質上Ⅱ

4 明灰色粘質土

5 轟鞣色粘質壼

トレンチ 3 北爾

1 1'

鷹構面→               3
｀

鷺構薔

トレンチ 2 西爾 トレンチ 4 北爾

1         ~

4 軽`ゾ
~   ←鷹構面

0          1m

第 18図 オリックス・アルファ株式会社大規模開発予定地土層断爾図
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トレンチ 1(全景)

トレンチ2(全景)

図版 8 オリックス・アルフア株式会社大規模開発予定地 トレンチ調査状況その 1
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トレンチ3(全景)

トレンチ4(全景)

図版 9 オリックス・アルファ株式会社大規模開発予定地 トレンチ調査状況その 2
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7.I日報恩寺墓地確認調査



7.旧報恩寺墓地確認調査

〔位置と環境〕

報恩寺墓地は、飲肥藩伊東家の菩提寺である報恩寺の墓地である。当該地は飲肥城下から酒谷川を挟んで西倶1

対岸の楠原に位置する。島津氏の領地であった戦国時代には、禅通寺があらたが、伊東氏の入部に伴い、報恩寺

となった。江戸時代には、末寺 6寺 を持つ寺院であったが、明治 5年に廃せられた。現在は五百藤神社の社地と

なっており、伊東家の墓以外の場所は、樹木や雑草に覆われてその墓地全容が確認できない状況であつた。

〔調査の経緯〕

地元住民からの要望や、隣接地に市営住宅が建設されることなどから、樹木等を取 り除き、その全体像を確認

するための調査を実施することとなった。現地は、墓碑等が建ち並び、機械は入らない状態であるので、人力に

て樹木等の除去に努めた。

〔調査の結果〕

調査の結果、これまで樹木等で覆われていて確認できなかった墓碑や石造物を多数確認することができた。

年代については、近世のものから近代のものまで多数あった。時期の不明なものも多く、今後の調査が待たれ

る。

鞣τ

「
‐ヽ ″

第 19図  旧報恩寺墓地 位置図
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図版 10 旧報恩寺墓地その 1
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図版 11 旧報恩寺墓地その 2
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8。 長持寺墓地確認調査



8。 長持寺墓地確認調査

〔位置と環境〕

長持寺は、板敷の南部に位置する曹洞宗寺院であった。応永33(1426)年 に都於郡に創建されたのがは

じめであり、伊東氏が欽月巴に入部したのに伴い、永源寺跡に再興されたという。天文 11(1542)年 には、

後奈良天皇の勅願寺となったが、明治5(1872)年 廃寺となった。墓地には、伊東義賢の墓のほか成瀬家へ

嫁した於仙やその子、伊東家重臣の墓が残っている。

〔調査の経緯〕

長持寺は、江戸時代には欽肥藩領内の三大寺院の一つに数えられていたが、永年学術的評価が定まらず、文化

財として指定されてこなかつた。また、墓石の一部は、傾いたり、倒壊したりして破損し、一部は埋没している

状態であった。そこで、確認調査を実施し、評価を定めて保存を行う必要があつた。この調査により、伊東氏の

欽肥入部以来の墓地形成過程及び同墓地の文化財的価値を明らかにするため実施した。

〔調査の結果〕

調査の結果、墓碑群は大きく分けて5群に分布していることが判明した。今回の調査にあわせて、墓碑の碑文

もすべて解読したので、各群の形成過程については、今後の分析を待ちたい。なお、北西奥の一段高い部分には、

長持寺歴代の僧侶の墓が占めている他、周辺の高台にも、飲月巴藩歴代の家臣団墓地が形成されている。

徽

第 20図 長持寺墓地 位置図
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図版 12 長持寺墓地
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第 21図 長持寺墓地 墓石配置図
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